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1.は じめに

カタツム リの仲間と言えば、南の方のイメージ

が強いのですが、知床にも意外に多 くの種類が生

息 しています。 しかしなが ら、小さく、目立たな

いところで生活 しているため、山を歩きなれた人

でも、気がっかないことが多いようです。

知床の力タツム リについては、湊 宏氏(!971

年)に よってハコダテヤマキサゴ等6種 が、鈴木

章司 ・品川和久両氏(1982年)に よってマキゾメガ

イ等3種 が、石坂 元氏(1985年)に よって クリ

イロキセルガイモ ドキ等3種 が報告 されている程

度で、未記録のものが多いと考えられてきました。

知床森林セ ンターが発足 して2年 余、その間に

知床国有林で様々な調査を行ってきま した。今回

知床半島で採取 したカタツム リ(陸 産貝類)に っ

いて、まとめたので報告 します。

あわせて、現在までの知床でのカタツム リの採

取記録について紹介 し、これ らをあわせて リス ト

を作成 しました。

2.調 査方法

1988年 夏か ら1989年 秋までの間に、斜里町ル

シャ地区、カムイワッカ、岩尾別、幌別、日の出

及び朝日ケ丘(斜 里海岸林)の 国有林において調

査 しました。

調査方法 としては、森林調査の際に樹木の樹幹

上等で採取、目視す る方法及び落葉や腐植土を持

ち帰り、ハン ドソーティングの後ルーペ、顕微鏡

で確認するという方法によりました。

結果として、比較的大型のものは前の方法によ

り、微小な ものは主に後の方法によることになり

ました。

同定に当たっては、東 正雄 「原色日本陸産貝

類図鑑」(1982)に よるとともに、道立稚内水産

試験場 桑原康裕氏並びに和歌山県立熊野高校

湊 宏氏にお願いしました。

3.調 査 結 果

今 回 の 当 セ ンタ ーの 調 査 によ って 、15科22種 を

確認 し、 この うち、 ケ シガ イ、 ク シ ロキ バ サ ナ ギ

ガ イ、 ア ツ クチ キ バ サ ナ ギ ガ イ(仮 称)、 ミジ ン

マ イ マ イ、 ナ タ ネ ガ イ属 の1種(エ ゾ ナ タ ネ ガ

イ?)、 ヤ マ コ ウ ラ ナ メ ク ジ属 の1種(ヤ マ コ ウ

ラ ナ メ ク ジに 似 る)、 オ オ コ ウ ラ ナ メ ク ジ科 の1

種 、 オ オ タキ キ ビ、 エ ゾ キ ビ、 エ ゾ ヒメベ ッ コ ウ、

コハ クモ ドキ 、 ノナ メ ク ジ及 びエ ゾマ イ マ イの13

種 が 知 床 の従 来 の記 録 に な い もの で す 。

これ に よ って 、知 床 で は従 来 の 記 録 と合 わ せ て 、

15科23種 の 力 タ ツ ム リが 確 認 され た こ とに な りま

す(別 表)。

4.考 察

今 回 の 採 取 記録 の うち、 特 記 す べ き はハ ンノキ 、

ミズ ナ ラの 河 畔 林 の落 葉 中 か ら採 取 した ア ツ クチ

キバ サ ナ ギ ガ イ(仮 称)[Ve漉goσ86ん1η ぬ ク

cεrcα侃Zα睨α6αSchileyko,1984]で 、 日 本 初 記

録 の 種 で す(写 真 一1)。 桑 原 康 裕 氏(私 信)に

よ る と、ア ツ クチ キバ サ ナ ギ ガ イ(仮 称)は 、1984年

に ソ ビエ トのSchileykoに よ って 国後 島 で 発 見 さ

れ、 新 種 と して 報 告 され た種 です 。 形 態 は、 成 体

写真一1ア ツクチキバサナギガイ(仮 称)
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で は 殼 口が 丸 く、外 唇 が肥 厚 し、4歯(内 唇1歯 、

軸 唇1歯 、 外 唇 に平 行 した2歯)を 有す る点 が 特

徴 で す 。

ま た 、 オ オ コ ウラ ナ メ ク ジ科 の1種(ムrめ η

8`Zoα6`cα8Lohmander,1937やAcかcαm8crεp一

伽8Johnston,1828に 似 る)も 日本 初 記 録 の 種 と

思 わ れ ます 。

ア ツ クチ キ バ サ ナ ギ ガ イ(仮 称)を は じめ と し

て 、 現 在 まで に知 床 で 確認 され た カ タ ツ ム リを見

る と、 全 体 的 に は釧 路 や千 島 で確 認 され て い る も

の と同 じ種 が 多 く、 この地 方 の 陸貝 相 が 千 島 列 島

と深 い っ な が りを も って い る と考 え られ ます(桑

原康 裕 氏 私 信)。

クリイロキセルガイモ ドキは、従前、道南西部

に分布する種とされていた ものであり、日本の分

布の東限に当たる可能性があります(写 真 一2)。

本種は日本海要素分布型の代表種(湊 宏氏 私

信)と 言われており、知床での生息確認は興味深

いものがあります。クリイロキセルガイモ ドキの

採取場所は、標高100～400mの 広葉樹を主 とする

広過混交林であり、エゾユズ リハの分布域で採取

されたことが特徴です。エゾユズ リハは、道東で

は比較的少なく、日本海側の要素と言われていま

す。このことは、力タツム リ類と植生 との関連を

考察する上で興味深いものがあります。

このことから、植生についても、カタツムリに

写 真 一2ク リイ ロキ セ ル ガ イモ ドキ

一 マ ノ

写 真 一4ク シ ロ キバ サ ナギ ガ イ →
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写 真 一5エ ゾェ ンザ

っいて今後更に調査を深めてゆきたいと考えてい

ます。

最後になりましたが、種の同定をはじめとする

種々のご指導をいただいた道立稚内水産試験:場の

桑原康裕先生及び和歌山県立熊野高等学校の湊

宏先生、並びにとりまとめのご指導をいただいた

斜里町立知床博物館の中川 元先生に心か ら感謝

いたします。
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写真一6ホ ンブレイキマイマイ
(カラフ トマイマイ)

ついて も、知床半島が、北方的要素と日本海側の

要素の接点になっていると言えそうです(写 真 一

3～6)。

5.お わ りに

知床半島ではまだ未知の種も多いと考えられ、

新種の発見も含め更に多 くの陸産貝類が確認 さ都

る可能性が大です。

また、環境指標としての力タツム リは、移動性

が小さく環境条件に敏感であると考え られます。

特に植生や森林等 との関連について、研究の対象

として興味深いものがあり、知床の力タツム リに
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知床の陸産貝類目録
原 始 腹 足 目ARCHAEOGASTROPODA

ヤ マ キ サ ゴ科Helicinidae

1ハ コダ テ ヤ マ キ サ ゴHεmど .ρoπ～α ん醜odαdεeπ8e(Hartmann,1890)①,④

基 眼 目BASOMMATOPHORA

ケ シガ イ科Carychiidae

2ケ シガ イCαrツcん 如mpes8ごm研LPilsbry ,1902④

柄 眼 目STYLOMMATOPHORA

ヤ マ ボ タ ル ガ イ科Cionellidae

3ヤ マ ボ タ ルCocんZZcoPαZぬr`cα(Muller ,1774)①,④

サ ナ ギ ガ イ科Pupillidae

4ハ ナ シサ ナギ ガ イPαp泓 α 舵 わe8(Ancey ,1881)②,④

キ バ サ ナ ギガ イ科Vertiginidae

5ク シ ロキ バ サ ナギ ガ イVer`ごgoK粥 ん`roeπ8`8Pilsbry&Hirase
,1905④

6*ア ツ クチ キ バ サ ナ ギ ガ イ(仮 称)Verε`go`1s仇 πz`αクc`rc㏄ 襯Zα翫α如Schileyko
,1984④

ミジ ンマ イマ イ科Valloniidae

7ミ ジ ンマ イ マ イVαZZo厩 αco8ε αめ(Muller ,1774)④

8エ ゾ ミジ ンマ イ マ イVαZZo痂 αPα 孟eπ8(Reinhardt ,1883)②

マ キ ゾ メ ガ イ科Acanthinulidae

9マ キ ゾ メ ガ イZoo8eπeε εsん αrpα(Say ,1824)②,④

キ セ ル ガ イ モ ドキ科Enidae

10ク リイ ロ キ セル ガ イモ ドキ!協 駕8α πdεr80π`απα8(Moellendorff ,1885)③,④

ナ タ ネ ガ イ科Punctidae

11ナ タネ ガ イ属 の 一 種(エ ゾナ タネ ガ イ(?)P㏄ πc6απ乙 うoreαZePilsbry&Hirase
,1905)④

パ ツ ラマ イマ イ 科Discidae

12パ ツラ マ イマ イDε8cμ8Pα αper(Gould,1859)① ,④

オ オ コ ウ ラナ メ ク ジ科Arionidae

13ヤ マ コ ウ ラナ メ ク ジ属 の一 種(ヤ マ コ ウ ラ ナ メ ク ジに 似 るNご
.ρjpoηoZ朗ακ 瓶o漉coZα

Yamaguchi&Habe,1955(??))④
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14オ オ コ ウ ラ ナ メ ク ジ 科 の1種(ムr`oπ8`Zoα εごcαsLohmander,1937やAc`rcαm8crご .ρ6μ8

Johnston,1828に 似 る) ④

オ カ モ ノ ア ラ ガ イ 科Succineidae

15オ カ モ ノ ア ラ ガ イ8αcc加 εαZα 磁 αGould,1859 ①,③ ④
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ベ ッ コ ウ マ イ マ イ 科Helicarionidae

オ オ タ キ キ ビ77rocんocんZα ητly8Z`ocoη μ8Zめco駕8(Pilsbry&Hirase,1905)

エ ゾ キ ビPαrα んαZ`eZZα α∬Zπ`8(Pilsbry&Hirase,1905)

エ ゾ ヒ メ ベ ッ コ ウNZppoπoc配 αmッ8んo納 厩doπZ8(Pilsbry&Hirase,1905)

エ ゾ ェ ン ザPrZ8`fZomα メαpoπ`cαPilsbry&Hirase,1903

コハ ク モ ドキRe孟`πeZZαrα(!`α 如Zαrαd`砿 α(Pilsbry&Hirase,1904)

④

④

④

④

④

①

コ ウ ラ ナ メ ク ジ科Limacidae

21ノ ナ メ ク ジDerocεrα80αrfα πs(A.Adams,1868) ④

22

23

オ ナ ジ マ イ マ イ 科Bradybaenidae

ホ ン ブ レ イ キ マ イ マ イKαr(沸 んεZ`κbZα んεαπα(Newcomb,1865)

(*カ ラ フ トマ イ マ イBrα(1)わ αeπα ω ε)ノr`c1乙``(Schrenck,1867))

エ ゾ マ イ マ イE20ん εZ謡8'α`πe8ε(Pilsbry,1900)

①,③,④

④

説 明

1.表 示について

①は湊 宏氏(1971年)報 告の種

②は鈴木章司氏 ・品川和久氏(1982年)報 告の種

③は石坂 元氏(1985年)報 告の種

④は本調査で確認した種

2.和 名及び学名は、主に湊 宏(1988)日 本陸産貝類総目録によった。

なお、*は 、道立稚内水産試験場 桑原康裕氏の指導によった。
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